
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○（学校独自重点取組）
・主体的に学びに向かう生徒の育成を目
指し、全職員でタブレット端末を活用した
授業の改善を行う。

○（学校独自成果指標）
・授業に主体的に参加したと回答した生
徒が８０％以上
・タブレット端末を週に３回以上使用した
と回答した生徒の割合で県平均を上回
る。

・ＡＩドリル利活用の推奨
・教科部会での重点目標検討
・タブレット端末を活用した研究授業の実
施
・小中連携の授業参観の実施

A

・学校評価アンケートで授業に主体的に参加し
たと回答した生徒は95％で、目標を大きく上回
ることができた。
・タブレット端末を週に３回以上使用したと回答
した生徒の割合は31.6％で、県の24.0％を大き
く上回ることができた。
・全教科で研究授業、授業研究会、研究報告
会を行い、それぞれの取り組みに対する成果
と課題を共有することができた。
・小中連携の授業参観を実施できた。

A

・昨年度まで、県学習状況調査や全国学力・学
習状況調査において、それぞれ県平均を下
回っていたが、本年度はそれを上回ることがで
きたことは素晴らしい。これまでの先生方の取
り組みの成果が出ていると思う。
・タブレット端末に関しては、今後も効果的な活
用を模索していただけたらと思う。

・学力向上コーディネーター

・研究主任

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正
義感、感動する心など、豊かな心を身に
付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて，肯
定的な回答をした生徒の割合が７５％以
上。

・思考や価値判断を伴う道徳の授業が毎
週展開できるよう、学年で協力しながら
教材研究にあたる。

A

・学校評価アンケート（生徒）では、約90％の生
徒が道徳の授業で、友だちと意見を出し合うこ
とが、多面的・多角的な考え方につながってい
ると回答している。
・「いじめ・いのちを考える日」の毎月の取組を
通して、様々な人権課題について考えを深め、
豊かな心を身に付ける教育活動に寄与した。

A

・アンケート結果から、有意義な道徳の授業や
人権教育が実践されたことが分かる。来年度
も継続して欲しい。

・道徳教育推進教員
・人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向けた
取組の充実

○安心安全に過ごせる学び合う集団で
あると回答した生徒の割合が75％以上

・年10回以上のアンケートを実施
・いじめいのちを考える日の毎月実施
・週毎の生徒指導委員会にて、いじめ事
案の経過を確認する。

A

・学校評価アンケートで安心安全に過ごせる学
び合う集団であると回答した生徒は92.6％で、
目標を大きく上回ることができた。
・いじめ命を考える日を毎月実施し、予防や早
期発見に務めた。

A

・子どもたちが安心安全に過ごせることが一番
である。来年度も未然防止、早期発見・早期対
応を心がけた実践をお願いしたい。 ・生徒指導主事

・教育相談

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した生徒75％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした生徒75％以上

・系統的なキャリア学習の展開やキャリ
アパスポートの効果的な活用を通して、
中・長期の展望を持たせる。
・進路に関する掲示物の整備や講演会
の実施、職場体験、職業講話などを通
し、進路に関する関心を高める。

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した生徒は84.6％、「将来の夢
や目標を持っている」と肯定的な回答をした生
徒は73.2％であった。職場体験や職業講話、
将来の夢や希望を持つことが難しい生徒への
支援を行うことで、来年度は75%以上を上回る
ことを目指したい。

B

・職場体験を継続していただけたのは、とても
良かった。子供たちにとってはとても有意義な
体験になるので、先生たちの負担は大きいと
思うが、是非継続していただきたい。
・中学生で自分の夢（職業）を持つことは、なか
なか難しいのでは。

・進路指導主事
・各学年進路担当

○生徒会活動の活性化を通じて、支え合
う人間関係づくりを推進

○不登校生徒数（出現率9.2％）を、前年
比で減少させる。

・生徒会の自主性を高める活動推進（各
種行事の実行委員会制、生徒集会のあ
り方の見直し、校則の見直し等） B

・不登校生徒数の出現率は11.5％と昨年度よ
り増えてしまった。そこで、中間評価で述べた
ように、来年度は、新しい企画や実行委員会
形式の取り組みを増やし、学校での自己有用
感や所属感を高めたい。

B

・不登校の出現率ではなく、どのような活動を
行い、どの程度活性化を図れたかを成果指標
にあげてみてはどうか。

・生徒会担当

次の中から１つ以上を選択
❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時間
が１週間で４２０分以上の生徒70％以
上。
❷田代スタイル（無言清掃・時間・あいさ
つ）の実践率を、前年度比から向上させ
る。
❸「健康に良い食事をしている」生徒
70％以上

・運動やスポーツを安心安全に行える環
境づくりを絶えず行う。
・田代スタイル（無言清掃・時間・あいさ
つ）の取り組みを、生徒会活動の活性化
を通して推進する。
・給食や家庭科の授業等を通して、望ま
しい食習慣と食の自己管理の大切さを指
導する。また、家庭実践が出来ている
か、授業の中でアンケートを取り、その結
果を次に活かす。

B

❶授業以外で運動やスポーツを行う時間が１
週間で４２０分以上の生徒が66％とやや目標
には到達しなかった。来年度は70％を目指す。
❷ノーチャイムや挨拶週間などの取り組みを
通して意識の向上を図ることができた。しかし、
無言清掃においては、十分に取り組ませること
ができなかったので、来年度は清掃指導の在
り方を改善していく。
➌学習状況調査の「毎日朝食を摂取している
か」という質問に対し「摂取している・どちらかと
いえば摂取している」の割合が93.8％と比較的
高い数値となった。来年度は95％以上を目標
にする。

B

・部活動の地域移行はどの程度すすんでいる
のか。地域全体で改善が図れれば良いと思
う。
・清掃に取り組む姿勢は、生涯にわたって必要
なスキルである。家庭でも整理整頓の習慣を
育てる必要がある。
・朝食の習慣はこのまま続いて欲しい。

・部活動担当
・生徒会担当
・給食担当
・家庭科主任

○「安全に関する資質・能力の育成」 ○自転車のルール遵守とマナーアップモ
デル校として、交通自転車事故防止啓発
を強化し、事故率を前年度よりも減少さ
せる。

・交通安全教室の実施（特に1年生）
・ＰＴＡと連携して自転車点検や通学路点
検を実施する。 B

・大きな事故はなかったが、事故が１６件から２
０件と昨年度よりも増加してしまった。来年度
は放送による注意喚起だけでなく、交通ルー
ル・マナーを守る生徒の育成のための指導の
在り方を工夫・改善していく。

B

・交通量も多く、狭く危ない道もあるので、命を
守る指導をお願いしたい。
・もう少し、早く家を出ると余裕のある運転にな
る。

・安全指導担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。（昨年度より
10％縮減）

・定時退勤日の設定及び徹底
・管理職による職員の勤務実態の把握
・会議・行事等を見直し縮減を図る。
・業務の組織的運営と平準化を図る。

B

・定時退勤の徹底ができなかった。しかし、会
議等の短縮のための工夫をしたり、次年度に
向けた業務改善の組織改編への話し合いが
進んだ。それらを通して職員の意識改革を図っ
た。

B

・仕事の特性も分かるが、職員の意識を変える
ことも大切である。

・管理職

●特別支援教育の充実

○（学校独自重点取組・任意）
 ・全職員で生徒の特性を加味して特別
支援教育を取り組む。

○（学校独自成果指標・任意）
・授業記録に毎回記録する。

・職員研修を行って推進を図る。
・授業記録に授業で知り得た生徒の特性
を記録し、共有する。 B

・授業者の授業記録を基に生徒に支援でき、部会での
情報交換を行えた。ただ、授業記録が複数冊になると
記録する時間が不足するので、今後改良を重ねていく
必要がある。

B
・特別支援学級の担任が、授業記録に書いて
欲しい内容をしぼっておくことが大切。有効な
手立てにつながる情報を集める。

・特別支援コーディネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○小中一貫教育の充実

○教科「日本語」の実践充実 ○教科「日本語」に係る情報を通信等で発信（学
年、学級で）することができたと回答する教員７
０％以上
○自分の子どもは、あいさつや礼儀･マナ－の意
義を理解し、意識して生活していると回答する保
護者８０％以上

・年間授業時数の確実な実施（1年生20
ｈ、2・3年生35ｈ）
・特別非常勤講師を招聘した体験活動の
充実（茶道、着付け、俳句・川柳等） B

・通信等で発信できたと回答する教員が50％と
目標を達成することができなかった。保護者へ
の周知もあまりできていなかったため、体験学
習等をしたときには、教科「日本語」として取り
組んだことを、発信していきたい。

B

・小中一貫教育の中で系統的な取組を構造化
することが有効であると思う。

・教科「日本語」教育コー
ディネーター

○コミュニティスクール（学校
運営協議会）の機能推進

○機能推進、地域人材の活用、地域貢
献・奉仕活動等の推進など。

○年５回の協議会開催（授業参観含む）
○地域人材の活用、地域貢献・奉仕活動等
の実践〔昨年同等＋α〕

・年間計画を立て，効果的に実施し、協
議会委員の意見を参考に改善を図る。

B

・学校運営協議会を５回開催し、授業参観の
後、学校の現状を報告し課題について熟議を
行った。
・色々なご意見をもとに、地域、PTAと連携した
活動を行うことができた。また、活動した内容
についてはコミュニティ・スクール通信に掲載し
広く広報することができた。

A

・地域の清掃活動や祭りに、中学生が参加し
てくれてありがたかった。今後もこの取り組み
は継続していただきたい。

・管理職

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 鳥栖市立田代中学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・昨年年度の全国学力・学習状況調査の生徒質問紙の「１，２年生のときに受けた授業で、PC・タブレット端末などのICT機器を、どの程度使用しましたか」という問いに対して、肯定的な回答をした生徒の割合は、全国や県と比べて大きく下回っていた。これからの社会を生き抜く力の育成や個

別最適な学びの実現のためには、タブレット端末などのICT機器を使いこなすことが必要である。今年度は校内研においてもタブレット端末の効果的な活用について研鑽を深めたい。

・本校は、５００人を超える自転車通学生がおり、自転車運転のマナーの向上が継続した課題である。昨年度は幸い大きな事故はなかったものの、自動車、自転車同士の接触事故や転倒などの自損事故が３０件以上発生した。本年度も交通安全教室を２度実施するなど交通安全意識の向上に努めた

い。さらに全職員による継続した指導を行うとともに、ＰＴＡや地域と連携して一層の安全教育の推進を図っていきたい。

・不登校や不登校傾向の生徒など学校不適応の生徒が増えてきており、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、関係機関とのより一層の連携を図ることが今年度の課題である。

２　学校教育目標 心豊かで、たくましく生き抜く力を身につけた生徒の育成

３　本年度の重点目標

①主体的、対話的で深い学びに向けた授業改善（魅力ある授業づくり、タブレット端末の有効活用）を通して、確かな学力の向上を図る。　②よりよい人間関係づくりに基づき、自主的な活動や自己決定する場面

を設定し、豊かな学校生活づくりを推進する。　③基本的生活習慣の確立や安全教育の充実により、心身の健全な育成に努める。　④家庭や地域との連携・協働を強化し、コミュニティ・スクールの推進・充実を

図り、地域とともにある学校づくりを推進する。　⑤業務の効率化と時間外勤務時間の削減に努め、働き方改革を推進する。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
最終評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・本年度は県学習状況調査、全国学力・学習状況調査において、学力の向上を見ることができた。今後も授業改善を継続したい。また、タブレット端末においては、昨年度に比べ大きく活用率が上がったので、来年度はより効率的な活
用のあり方を全教科全領域で探りたい。
・本校は、５００人を超える自転車通学生がおり、自転車運転のマナーの向上が継続した課題である。幸い大きな事故はなかったものの、自動車、自転車同士の接触事故や転倒などの自損事故が昨年度よりも多く発生してしまった。交
通安全教室を２度実施することにより交通安全意識の向上に努めたが、さらに全職員による継続した指導を行うとともに、ＰＴＡや地域と連携して一層の安全教育の推進を図っていきたい。
・不登校や不登校傾向の生徒など学校不適応の生徒が増えてきており、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、関係機関とのより一層の連携を図っていきたい。

学校関係者評価

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価


